
【初動期支援コース】　３団体

№ 団体名 事業名

不登校支援ネットワーク　タートルリンク

【市民活動団体】R7.4.26設立

不登校情報集約・提供イベント【ASSORT】

（アソート） 事業

多世代×多文化×多言語交流会「みらいえ」

【市民活動団体】R8.2.1設立

多世代×多文化×多言語共生プロジェクト～

ワクワクつながろう！八戸から世界へ！未来

へ！～ 事業

健遊舎（けんゆうしゃ）

【市民活動団体】R6.4.1設立
健康づくり・運動コミュニティ事業

【若者支援コース】　１団体

南部藩都市開発ユニットDASUKEYO

【市民活動団体】年齢要件OK
こども体験プログラム企画運営 事業

3 子どもがカラダを動かす機会を増やして、子どもの健全な成長や運動能力向上に寄与するほ

か、地域の大人を含め一緒にカラダを動かす仲間・コミュニティをつくる。加えて今年度は、昨年

参加の少なかったシニア層もターゲットに、地域のシニアクラブや市民団体等とも連携して運動

の機会を創出し、地域住民の健康増進を図る。

令和8年度「元気な八戸づくり」市民奨励金　交付事業概要

1 市内の不登校児童生徒数は727人(R5)と増え続けているほか、当事者の児童生徒や保護

者に必要な情報や支援が行き届いていない。そのため、不登校支援情報を集約・提供するこ

とを目的としたイベントを開催し、当事者の孤独感・疎外感を軽減するほか、広く地域社会に

理解の輪を広げる。

2 現代社会においては、年代・文化・国籍・言語など様々な違いが壁となり、個々が感じる戸惑

いやストレスが、差別や偏見、紛争に発展することもある。当事業では、団体メンバーのこれま

での出会いから得た学び（誰にでも温かく声をかけあい、つながりあう、新しい価値観、相手へ

のリスペクトなど）を市民とともに分かち合う。

1 家庭の経済状況によるこどもの体験格差や、共働き世帯の増加に伴う長期休み中のこどもの

居場所不足を解消するため、食育・昼食作り、地域文化、ものづくり・アートなど多彩な体験が

できる「夏休みこども体験プログラム」を市内に広め、学校だけでなく地域でこどもを育てていく機

運を醸成する。
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令和8年度「元気な八戸づくり」市民奨励金　交付事業概要

【まちづくり支援コース】　7団体

№ 団体名 事業名

NPО法人地域活性化教育支援ネットワーク

（略称：NPO法人REN）

【市民活動団体】

元気な八戸づくり若者シンポジウム 事業

類家５丁目夢くらぶ

【地域コミュニティ活動団体】
類家５丁目夢くらぶ会員増員活性化 事業

小中野祭り実行委員会

【市民活動団体】

第２回(通算108 回)小中野祭り開催  事

業

Qloom Papel peeps（クルームパペルピー

プス）

【市民活動団体】

QloomPapel'ｓ Itty Bitty(ｲｯﾃｨｰ ﾋﾞｯ

ﾃｨｰ) Artｓ project 事業

1 令和3年度より、小学生から大学生までを対象に地域の課題解決に資する提案を募集し、

「元気な八戸づくり若者シンポジウム」で発表してきた。当シンポジウムをより多くの市民や教育

機関、学生・生徒に浸透させるよう、若者による運営、聴講機会の充実にも取組むほか、優れ

た提案には実現に向け検討する。

2 市内ではシニアクラブが減少の一途をたどるなか、当クラブが主体となり、地域や年齢の垣根の

ない誰もが参加できる楽しいイベントを開催している。令和8年度は、伝統芸能や地域の子ど

もたちとの交流も交えるなど、シニアクラブの魅力がさらに口コミで広がり、高齢者が孤独を感じ

ることなく、健康で元気に活躍するまちを目指す。

3 小中野地区で大正時代から通算106 回開催された「新丁夜店」が令和7年5月をもって幕を

閉じた。このことを憂いた地域関係者により、新たに「第1回小中野祭り」として存続させることが

できた。小中野祭り第2回となる令和8年は、防災・防犯への波及や運営の自走化などに取組

み、地域定着の基礎を構築する。

4 2年目となる当プロジェクトでは、大変好評であった幼・保育園での訪問アートワークを拡充する

ほか、新たに美術館でも園児の創作体験を開催する。障がい者と健常者が一緒に創作する

俊文書道会との共同ワークも加え充実したアーカイブ展を開催することにより、アートワークが育

む創造力と多様性への受容力を市民に伝える。
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令和8年度「元気な八戸づくり」市民奨励金　交付事業概要

【まちづくり支援コース】　7団体

№ 団体名 事業名

高館ニュータウン町内会

【地域コミュニティ活動団体】

高館ニュータウン町内会50周年記念事業

百年たってもニュータウン～未来につなげる地

域資源活用～ 事業

中田面木町内会

【地域コミュニティ活動団体】
なかよし子ども農園 事業

是川活性化協議会 JOMONS（ジョーモン

ズ）

【市民活動団体】

是川カルソッツまつり開催 事業

6 子どもの町内会活動への参加や地域の人とのコミュニケーションを増やすため、町内会で土地を

借り受け、子ども農園を開設する。、観察会や収穫祭を行うことで、作物の品種や育て方を知

り、大地の恵みへの感謝など、子どもにとってたくさんの学びが得られるほか、地域の人との自然

な交流が生まれ、地域の活性化につながる。

7 「野菜ソムリエサミット」2025.9月度の青果部門で金賞を獲得した是川の長ネギを主役に据

え、是川全体の魅力発信を目的に、秋の収穫祭を開催する。多くの市民が是川を訪れ、食を

楽しみ、歴史に触れる機会を創出することで、中心街ではできない是川の暮らしを体験してもら

い、是川に対する価値観の向上を図る。

5 町内会が発足し50年、高齢化が進み、町内会活動に参加する人数が減少する一方で、子

育て世代は微増している。老若男女問わず楽しめ、地域資源の活用と町内会活動参加の両

得となる画期的なイベント「そうめん流し」を開催し、夏祭り「あつまれ町民の会」とともに、毎年

地域を盛り上げていく。
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